
特
集 十日町大火と糸魚川大火

この写真は、十日町消防から糸魚川市大規模火災へ応援出動し、
現場指揮本部到着時の様子です。火の粉がまるで吹雪のように降
り注ぎ炎が街を覆い尽くしそうな勢いです。

写真：糸魚川市提供
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ま
さ
か
の
光
景

　

誰
が
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
黒
い
煙
が
海
へ

一
直
線
に
伸
び
、
糸
魚
川
の
街
の
一
面
を
炎
が
包
み

込
む
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
が
燃
え
、
火
柱

と
化
し
、
火
災
旋
風
で
火
の
粉
を
巻
き
上
げ
る
。

　
「
耐
火
建
物
が
ま
さ
か
…
」
と
、
目
を
疑
う
光
景

で
し
た
。

　

流
れ
る
映
像
を
見
て
、
誰
も
が
自
分
の
家
・
集
落

と
重
ね
合
わ
せ
、
恐
怖
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

糸魚川大火糸魚川大火十日町大火十日町大火

「
強
風
＝
大
火
」
と
い
う
警
戒
心

　

こ
の
二
つ
の
大
火
か
ら
、
私
た
ち
が
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
強
風
下
で
の
失
火
は
、
大
火
と
い
う
恐

怖
や
大
き
な
代
償
が
伴
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
糸
魚
川
大
火
で
は
大
惨
事
な
が
ら
も
死
者

が
出
な
か
っ
た
の
は
、
過
去
の
大
火
か
ら
住
民
の
強

風
に
対
す
る
危
機
意
識
と
、
住
民
の
普
段
か
ら
の
近

所
付
き
合
い
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
地
域
も
遠
い
先
々
、
ま
た
大
火
が
発
生
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
断
言
で
き
ま
せ
ん
。
万
が
一
の
事
態
に

備
え
、
大
火
か
ら
得
た
教
訓
を
生
か
し
、
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
は
強
風
へ
の
危
機
意
識
を
十
分

に
持
ち
な
が
ら
、
近
所
付
き
合
い
等
で
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
は
ぐ
く
み
大
切
に
し
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
住
民
同
士
の
連
携
・
協
力
な
ど
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
今
後
さ
ら
に
必
要
で
す
。

「
不
注
意
」
の
火
か
ら

　

こ
の
大
火
は
、
糸
魚
川
市
駅
北
の
飲
食
店
で
の

コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ
と
い
う
「
不
注
意
」
が
始
ま

り
で
す
。

　

平
成
28
年
12
月
22
日（
木
）10
時
20
分
頃
出
火
。「
焼

山
お
ろ
し
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
特
有
の
強
風
に

あ
お
ら
れ
、
延
々
30
時
間
燃
え
続
け
た
結
果
、
焼
損

棟
数
1
４
７
棟
、
被
災
エ
リ
ア
は
東
京
ド
ー
ム
１
個

分
の
約
４
万
㎡
を
焼
失
さ
せ
る
大
火
災
と
な
り
ま
し

た
。「
不
注
意
」と
い
う
人
的
要
因
が
、人
々
か
ら
奪
っ

た
も
の
は
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
ま
し
た
。

十
日
町
大
火

　

か
つ
て
十
日
町
市
で
も
大
火
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
明
治
33
年
6
月
10
日
に
発
生
し
た
十
日
町
大
火

は
、
当
時
と
し
て
は
全
国
的
に
も
未
曾
有
の
大
火
災

で
、
市
街
地
約
千
戸
の
う
ち
約
八
百
戸
が
焼
失
す
る

と
い
う
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
火
災
で
す
。

　

十
日
町
の
中
心
部
を
ほ
と
ん
ど
焼
き
尽
く
し
た
こ
の

大
火
を
、「
千
戸
に
余
る
町
並
み
が
、
雲
を
焦
が
す
よ

う
な
猛
火
に
よ
り
、一
夜
の
う
ち
に
焼
き
尽
く
さ
れ
…
」

と
記
録
し
て
お
り
、
被
害
総
額
は
、
現
在
の
金
額
で
推

定
２
０
０
億
円
と
い
う
甚
大
な
被
害
で
し
た
。

「
強
風
」
に
よ
る
飛
び
火

　

十
日
町
大
火
も
「
雨
が
少
な
く
町
が
乾
い
た
中
、

強
い
南
風
に
あ
お
ら
れ
瞬
く
間
に
隣
家
に
延
焼
し

…
、飛
び
火
が
遠
く
は
大
井
田
村
（
現
在
の
四
日
町
）

の
家
屋
ま
で
達
し
、
一
部
燃
え
上
が
っ
た
」
と
記
録

し
て
い
ま
す
。
糸
魚
川
大
火
で
は
、
最
大
瞬
間
風
速

27
ｍ
を
超
え
る
烈
風
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

当
管
内
で
も
風
に
よ
る
飛
び
火
延
焼
は
度
々
発
生

し
て
お
り
、
強
風
下
で
２
０
０
ｍ
以
上
飛
び
火
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
強
風
下
で
の
火
災
に
特
化
す
れ

ば
、
平
成
16
年
の
倉
俣
ゆ
く
ら
妻
有
の
火
災
で
は
台

風
の
さ
な
か
に
火
災
が
発
生
し
、
倉
俣
大
橋
を
超
え

火
の
粉
が
降
り
注
ぎ
、
消
防
団
を
転
戦
配
備
し
延
焼

を
食
い
止
め
ま
し
た
。

糸魚川市では、地形の関係から強風が吹くことが多く、
過去に何度も大火に見舞われており、今回の大火を「糸
魚川市駅北大火」と称している。

十日町市街地を焼き尽くした大火であり、当時の新潟
新聞で「小千谷町まで火の粉を降らした」と報道され
た管内歴史上最大の大火である。

【糸魚川大火の概要】
発生日時：平成 28年 12月 22日
　　　　　10時 20分頃
燃焼時間：約 30時間
焼損棟数：147棟
焼失面積：約 40,000㎡（被災エリア）
最大瞬間風速：27.2m/s

写真：糸魚川市消防本部提供

【十日町大火の概要】
発生日時：明治 33年６月 10日
　　　　　23時 30分過ぎ
燃焼時間：約 24時間
焼損戸数：752戸
焼失面積：約 250,000㎡
風：フェーン現象による強い南風

智泉寺

田川

来迎寺

諏訪神社

写真：消防史から引用

※大火とは：一般的には大規模な火災あるいは広域にわたって多くの家屋を焼いた火災を大火と呼んでいますが、具体的に大火の定義があるわけではありません。大火の基準らしきものとしては、総務省消防庁『消防白書』の資料欄に
掲載されている昭和 21（1946）年以降の大火があり、その注に「大火とは、建物の焼失面積が 33,000 平方メートル以上の火災をいう」と書かれています。ただし、これにしても、あくまでも統計資料として選出するために便宜上定め
た基準です。今回の火災を総務省消防庁では「糸魚川市大規模火災」、糸魚川市では「糸魚川市駅北大火」と称しております。今回の紙面では、「十日町大火」と対比させ「糸魚川大火」という表現を使用しています。



左から、十日町市樋口団長、糸魚川市斉藤団長、津南町大島団長

消防だより火の用心　　     ４

西
部
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

　
　
　
　
　
運
航
開
始

　

３
月
29
日
か
ら
新
潟
県
で
２
機
目
と
な

る
、
西
部
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
長
岡
赤
十
字
病

院
に
配
備
さ
れ
、
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
十
日
町
管
内
ま
で
約
30
分

か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
10
分
程

度
で
到
着
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
最
大
の
利
点
は
、
緊

急
患
者
の
い
る
救
急
現
場
に
医
師
、
看
護

師
を
す
ば
や
く
送
り
届
け
、
す
ぐ
さ
ま
救

命
処
置
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
医
療

機
関
へ
迅
速
な
搬
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と

で
す
。
適
切
な
治
療
が
迅
速
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
障

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
大
き
な
役
割
と

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心
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発
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十
日
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域
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新
潟
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０
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編
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課
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ホ
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ail　

tfd119@
tokam
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十
日
町
大
火
と
同
日
の
６
月
10
日
に
糸
魚

川
市
消
防
団
長
の
斉
藤
直
文
氏
を
講
師
に
迎

え
、
「
糸
魚
川
市
駅
北
大
火
か
ら
の
教
訓
」
を

演
題
に
防
災
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、
「
こ
れ
だ
け
の
大
火
災
で
死

者
が
で
な
か
っ
た
の
は
、
普
段
か
ら
の
近
所
付

き
合
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
」
と
い
う
話
が
あ

り
、
ド
キ
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
都
会

ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
「
ご
近
所
付
き
合
い
」

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
昨
今
、
家
電
が
話
し
か

け
て
く
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
の
は
や
は

り
身
近
に
い
る
人
間
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

手
と
手
を
と
り
あ
っ
て
、
ま
だ
見
ぬ
災
害

を
乗
り
越
え
ら
れ
る
地
域
に
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
楽
匡
紀

救急

熱
中
症
に

　
　
な
ら
な
い
た
め
に
！

熱
中
症
の
応
急
手
当

　

現
在
普
及
し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
多
く
は
電
池
式
で
あ
り
、
そ
の
電
池

の
寿
命
は
10
年
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
の
火
災
発
生
時
に
警
報
音
が
鳴

ら
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
定
期
的
に
作

動
確
認
を
実
施
し
、
必
要
な
場
合
は
電
池

の
交
換
又
は
警
報
器
本
体
の
交
換
を
行
い
、

適
切
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
作
動
確
認
を
！

予防 採用◇
募
集
職
種
・
人
数

　

消
防
士
（
上
級
又
は
初
級
）
若
干
名

◇
試
験
方
法

　
【
第
１
次
試
験
】

　
　

期
日
：
平
成
29
年
９
月
17
日
（
日
）

　
　

試
験
：
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査
、

　
　
　
　
　

作
文
、
体
力
試
験

　
【
第
２
次
試
験
】

　
　

期
日
：
10
月
中
を
予
定

　
　

試
験
：
面
接
試
験

◇
受
験
申
込
み

　
　

７
月
10
日
（
月
）
～
８
月
18
日
（
金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
に
な
る
か
、
消
防
本
部
及
び
消
防

　

署
分
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
士
募
集

（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
職
員
）

。

。

救急

◇
運
動
・
食
事
・
睡
眠
で
暑
さ
に
負
け
な

　

い
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◇
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
、　

　

室
温
と
湿
度
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
涼
し
い
服
装
や
、
帽
子
、
日
傘
で
日
よ

　

け
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。


